
 

お 客 様 各 位  

 

 

第 103 期（令和７年４月１日から令和８年３月 31 日まで）の事業概況について 

 

当金庫の第 103 期の業績につきましてご報告いたします。 

    預金は期末残高 220,639 百万円となり前年度期末比 1,101 百万円増加となりまし

た。貸出金は期末残高 74,405 百万円となり前年度期末比 491 百万円増加となりまし

た。 

 損益状況につきましては金融機関の本業収益を表すコア業務純益は 446 百万円を

計上することができましたが、国債および事業債を中心とする有価証券の売却処理

を行ったことから経常損失 570 百万円、当期純損失 607 百万円となりました。 

 

金融環境においては、日本銀行の政策金利の引上げや国内経済ならびに世界情勢

の急激な環境変化等を背景として市場の長期金利が上昇いたしました。こうした状

況下、当金庫は保有する債券の評価損が増加したため今後の市場動向を鑑み評価損

失の拡大の恐れがある債券について売却処理を行い、財務の健全性をより確実なも

のとすることといたしました。 

 皆様にはご心配をおかけいたしますが、当金庫におきましてはこれまでどおり本

業による収益力を確保し、また積上げてきました自己資本により安全性・健全性が直

ちに損なわれることはございませんので引き続き変わらぬご愛顧をお願い申し上げ

ます。 

 

本年度においても金融環境はより厳しさを増すものと予想されます。こうした環

境におきましても、当金庫はこれまで取組んできた流れを途切れさせることなく、お

取引先に対する資金繰り支援や経営課題の解決および個人のお客様への一層のサー

ビス向上に引き続き取り組むとともに、経営基盤の強化に向け役職員一丸となって

邁進してまいります。 

皆様には今後とも格別のお引き立てとご支援を賜りますよう心からお願い申し上 

げます。 

 

 

令和 8 年６月 24 日 

上越信用金庫 

理事長 日馬直一 


